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で旦遁流ナ名作用を具現出来るのであ).)。 
22.紳経に於(tる鍾涜第3作用の強さ一期間曲
線に及ぼす罷響に就て
第一生哩西村丈夫 
jifaAt第3作用の張き要素一時間要素の関係に及ぼ
す彰響を見る決，通流閉鎖後数時間に v-t曲線を遺
跡し，更に基電庄とn手値を之より算定して両者の変
動を観察した。
実験方法は語流i可路左刺激i司路を直列に同一電極
を通じて電極箱に;mじ，刺激電圧にては常に筋に近
い側を陰極といとの側に陰極又は陽極jli流を与え
jA流閉鎖後 v-t舟線を中断法を用いて遺跡した。
実験成続: v-t曲線及び v.t-t曲線は通流陰極に
では5m流前の夫より全て上方に表われ，通i右陽極に
ては曲線は全て遁流前の夫土り下方に表われた。
基電圧及び時値の変動は;mu信陰極にては基電圧は 
jm流閉鎖後漸次上昇し，.n寺値は下降し，その角度は
遁 ìJf~電圧の大なる程大であった。通 i車場検にては基
電圧は減少し時値は噌大し，その角度は又遁流電圧
の大なる程大で、あった。
m:慌に於てはil1liJfe陰拐では基電圧上昇，時値は減
少したが常砲の同電圧遁流の場合に比しその角度は
緩やかである。陽極i亜流では常温の周電圧趨iEf， に比
しその角度が大であった。との事から低温と jAi;{t陰
極は詰抗的に作用しjla市陽極とは協同的に作用する
ものと考えられる。 
23.上膜剥隷紳経のE墨書期間曲鵠友びそれに
対するイオンの影響
第一生理 01I時 衛
私は神経上膜を除去(ストリップナると云う〉した
神経筋標本にイオンを作用させその変化を強さ期間
曲線上に求めた。
実験には恒温箱に飼育した WarmFrogを用い，
直角電流刺搬によって基電庄くRb)関値くV)を交互
に求め VjRb-t関係をグラフ上に描き V/Rb =a 
+干なる関係の成立すれとを確~，とれより哩
論的時値くChr.)をも求めたくtは刺扱時間〉。
以上の如くして待た Rbと Chr.とを比較しで失
の結果を得た。 
Warrn Frogに於でストリッフ，非ストリァプ神
経を比較ナるに，。Ringer液ではよえトリップ神経に於て Rb低く 
Chr.大となる傾向があと)0
、 
2) Na. 1'(於ではりの傾向著明で且鈴木の興奮
態度群Eを招来ナる。 
3) Ca.. K・共に至適濃度では大体鈴木の対立分
類!て従い高濃度で、問、Jストリップ神経に於での 1)の傾
向著明となあ。 
24.上膜剥離神経の彊まり要棄に対するイオン
の影響 第一生哩元吉滋直
非上!民剥離神経く以下対照〉と上膜剥離神経(以
下久トリヴプ〉に K とCa..を作用させ関値及び強
まり要素の経時的変化を比較観察した。
関値は高濃度に於ては K.，Ca..共にストリップが
対照に比しで闇値上昇変化卒が準かに大で，低・濃度
に於では接近し，同一濃度に於ては Ca..がK"より
対照，ぷトリップ共に大である。 又経時的変化は両
者共に K・に比して Ca..が念蓮で， m濃度に於てK
が降下作用るるに比して Ca..は上昇作用りみ強い。
強主 P要素に対しでは高濃度に於ては K.，Ca.!共
にユトリップが対照に比して低下変化率が遥かに大
で，低濃度ば本実験の濃度範図にては K.が対照に
於て諮転濃度を認めるが，久トリップにたく， Ca.. 
は対照に逆転濃度なし ストトリフ。に認められる。 
l司一濃度に於ては K・が Ca..より大である。経時的
変化に著eFJなものはない。即ち強主 U要素に対しで
は K.イオンの方が低下作用躍し閑値に対しでは 
Ca..の方が上昇作用でるる。 
25.神経の陽極開放親激iζ関する研究
第一生理上山 巌
陽極開放刺識に於ける開放までの通流時間が闘値
に与える変化は遁流電極作用に於ける陽極作用と同
様のものか何うかに就て検討した。それに関連して
環境条件く温度〉の変化に対する態度をも併せて観
察した。開放主での通流時間と時値との関係及び時
値白身に対ナる上記諾作JHは見事な関連に於で存在
する ζ とを証明した。 
26.筋疲労曲線に関する研究
第ー生哩巷岡 務
生 1~，くがタト界の刺搬に応じて示す種々の態度とそれ
を取り巻く環境条件との間に色々と面 r~l い関係のあ
るととを私は疲労曲線の一つ一つの筆縮に就て研究
した。主主化カ九趨濃度の塩化カリを作用させた場
合にはE常の疲労曲線に比較して竪縮高は低く持続
も短〈少し，疲労し始めたE常の疲労曲線の様な状
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態を墨ナ，併し非常に薄い塩化カリを作用合せた場
合は今の様な変化は見られず，適濃度の塩化カリと
.対立的な態度を耳元あ。塩化カルシウム，遇、濃度の堕 
化カルシウムの場合は撃縮高が高〈長〈続き，陽極
側の開放の準縮も早〈大きく表われる，併し非常に
高濃度に於では反対の状態が見られる。誼減作用， 
陰極通流では適濃度のi塩化カリの場合と大体合致し
陽極通流では適濃度の盤化カルシウムの場合左大体
合設するのが見ιれる。更にエチ-}レアルコールで 
隔絡室の片方を麻酔ナることにより曲総を単純化し
で上記所見を更に明確にした。
27.家兎下肢のオンコメトリ自に就て
第一生理萩野正之
運動神経に対して比較的強い電流を長時開通流ナ
る時は，所調電気緊張と異!J，陽極に於では分極性
が高まって閤値が下!1，陰極下にては分極性が下降
しで悶植が上あと云う事実は既に鈴木が電流通流第 
3作用として観察してゐる。此の直読濁流第3作用
が自律神経に対しでも同様な効果を及ぼし得るかを 
見ょうとナる③自律神経D 変化を外表から観察ナる
手段としてォνコメト!J-を手段とせんとする。
② Ca45 を作用させで後， 神経及び筋の興奮性
を時聞の経過をおってしらべると，whole nerveで
は興奮性低下は徐々にあらわれ20'""'30分後一定の
債をとる様になるが， strip nerveでは興奮性は極
く速ちに低下ナる。
③ Single nerveにIsotopeRingerを作用させ. 
ると他の薬剤の場合と同様に，その作用は瞬時にし
て表われ興奮性は低下ナあ。
④ Ca45の作用は筋の場合も whole nerveの
場合と同様であるが，その作用は一層顕著でああ。
③直流電流を;ffi，流ずると陰性通流の場合は 
Isotope Ringerで低まった興奮性を有ナる神経の関
値は更に上昇し，陽極通流の場合は闘値は下降ナOo 
⑥ 以上の Ca45の作用は刺蹴電極の部分でのみ
るらわれる。 
29. =.，:::抗赤痢・・ザル号本ラ菌剤の薬理
薬理学教室村山 智，大図重弘
久我哲郎，ー方波見猫 
2-methylmercapto-1，4-naphthoquinone撃に関
して，先に当教室より報告したが，その一環として
今回は， 2-amino-3 chlorυ 吻 1，4-naphthoquinone 
題協古ijの予備実験としでアドレナリン及びアセチ、 (ACNQ)，2-amino-1，4-naphthoquinone CANQ)， 
-}レコリシに依るオンゴグラフィーを措i詑装置の改
良に依人容積曲線中に脈掠曲線を描記する迄精密
なグラフを描いた。
アドレナリシに依 P容積I曲線は著明なる容積減少
を示した後， 6"，，7分で快復し，ア台チ-}レコリ νに
依り流i延と併行ナる容積の暫減を見た白 
27.纏加 第一生理本間三郎
測定された曲線を肱波に相当ナると越べられたが 
表題は_Onkographieでるって再考を要ナると思う。
28.ト線と紳経及筋o曽義樹激濁櫨
第一生哩赤畑 E 光
生体の興若手性に重大な作用をもっ CaH の放時性
向位原案 Ca45を用いて P椋が生体c興奮性に如何
なる影響を与えるか電気生理学的な面かちみた。
実験に用いた標本は魁の坐骨神経，排腹筋標本 
( wholenerve，Stri pnerve，Singlenerve)総匠筋を
用いた。
結果は次のj1!iりである。 
① F棋は神経線維の闇値を上昇させ同時に h定
数を小ならし ~Õ 。
2一chloro-6 --nitro benzthiazolくCNB) の 3種を検
索した。致死量の点上りみでも之等の毒性は低い。
摘出蛙心迩勤，マウ.ス摘出腸管運動は濃度高くなミ5
と抑制される。 ACNQ，ANQはマウ λ摘出腸管の
緊張上昇， CNBは緊張下降に伯<0 CNBは血液
凝間促進の傾向を持つω その他に著明な薬理作用の
変化はない。以上ナフトキノシ系剤2種とチアゾー
ル系剤1種とでは，薬理作用D傾向を少しく異にし
た。今後猶之等一連の抗菌剤を，構造と薬哩作用の
面より遁究したい。薬物は全で学研，抗蒜痢サJレモ 
ネラ菌剤研究班のスクリーニシグテ.ストで選抜せら
れ，薬学部宮木教授を経て提供を受けた。 
30. Glycocyamine分解細菌酵嚢に就て
医化学教室中村 彰 
Glycocyamine水解酵素を含む土壌菌より此の酵
素の分離をしたので報告ナ石。
実験に用ひた菌は千葉市域事J:主中より Dubos及
び M i1erの方法により分離した。
との菌の.glycocyamine水解作用の至適 pHは 
7.0である。
菌体よ D酵素を分離するには，先ず司菌のアセトレ
